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区
長
提
出
議
案

●
中
野
区
長
等
の
給
料
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

●
中
野
区
基
本
構
想
審
議
会
条
例

●
中
野
区
事
務
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
行
政
委
員
会
の
委
員
及

び
非
常
勤
の
監
査
委
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
特
別
区
競
馬
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

●
中
野
区
自
転
車
駐
車
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
（
鷺
宮
六
丁
目
八
三
三
番
先

〜
同
番
先
）

●
特
別
区
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
（
鷺
宮
六
丁
目
八
三
四
番
先

〜
同
番
先
）

●
中
野
区
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
立
幼
稚
園
教
育
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
議
会
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
中
野
区
長
等
の
給
料
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
●
中
野
区
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

議
員
提
出
議
案

●
意
見
書
（
3
件
・
次
項
に
掲
載
）

第
4
回
定
例
会

可
決
し
た
議
案

可
決
し
た
議
案

可
決
し
た
議
案

可
決
し
た
意
見
書

可
決
し
た
意
見
書

可
決
し
た
意
見
書

大
気
汚
染
公
害
に
つ
い
て
新

た
な
被
害
者
救
済
制
度
の
確

立
を
求
め
る
意
見
書

今
日
、
東
京
に
お
け
る
自
動
車

排
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
は
改
善

し
な
い
ば
か
り
か
、
日
々
新
た
な

公
害
被
害
者
を
生
み
出
し
て
お
り
、

ま
す
ま
す
深
刻
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
大
気
汚
染
が
原
因
と
見

ら
れ
る
東
京
の
呼
吸
器
疾
患
の
患

者
数
は
、
国
と
都
の
認
定
を
合
わ

せ
て
約
7
万
5
千
人
と
さ
れ
て
お

り
、
中
野
区
で
も
1
3
0
7
人
が

都
条
例
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
動
車
排
ガ
ス
に
よ

る
呼
吸
器
疾
患
の
公
害
患
者
の
多

く
は
未
認
定
患
者
で
あ
る
た
め
、

何
の
救
済
措
置
も
あ
り
ま
せ
ん
。

病
気
の
苦
し
み
に
加
え
て
、
働
く

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
の
生
活
苦
、

さ
ら
に
、
重
い
医
療
費
負
担
ゆ
え

に
満
足
な
医
療
を
受
け
ら
れ
ず
、

二
重
、
三
重
の
人
権
侵
害
に
苦
し

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
東
京
地
方
裁

判
所
は
、
平
成
14
年
（
2
0
0
2

年
）
10
月
29
日
、
東
京
大
気
汚
染

公
害
訴
訟
判
決
に
お
い
て
、
道
路

管
理
者
で
あ
る
国
、
都
、
首
都
高

速
道
路
公
団
に
対
し
て
損
害
賠
償

を
命
じ
ま
し
た
。

同
判
決
は
、
自
動
車
排
ガ
ス
と

呼
吸
器
疾
患
の
因
果
関
係
を
認
め
、

国
の
公
害
補
償
制
度
の
対
象
外
に

な
っ
て
い
る
未
認
定
患
者
に
対
し

て
、初
め
て
損
害
賠
償
を
認
め
た
点

で
画
期
的
で
あ
り
、今
日
数
十
万
人

と
い
わ
れ
る
東
京
の
未
認
定
患
者

の
救
済
が
極
め
て
重
要
な
課
題
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

石
原
東
京
都
知
事
は
こ
の
判
決

を
受
け
て
「
控
訴
は
し
な
い
」
と

の
結
論
を
明
確
に
し
た
う
え
で
、

都
と
し
て
「
国
に
よ
る
健
康
被
害

者
救
済
制
度
の
創
設
を
強
く
要
求
」

し
、「
メ
ー
カ
ー
の
費
用
負
担
を
含

め
て
、
国
の
責
任
で
考
え
て
い
く

べ
き
」
と
し
て
い
ま
す
。

主
要
な
自
動
車
メ
ー
カ
ー
各
社

は
、
被
害
者
救
済
制
度
の
財
源
負

担
に
つ
い
て
「
行
政
が
新
た
な
救

済
制
度
を
制
定
す
る
場
合
、
社
会

的
要
請
を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
対

応
を
判
断
す
る
」
と
の
確
認
書
を

提
出
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
国
は
こ

れ
ら
の
被
害
者
救
済
の
た
め
に
重

大
な
責
任
を
負
う
べ
き
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
中
野
区
議
会
は
、
政
府

に
対
し
、原
因
者
負
担
の
原
則
に
立

ち
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
等
の
財
源
負

担
に
よ
る
、
新
た
な
被
害
者
救
済

制
度
を
一
刻
も
早
く
創
設
す
る
よ

う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
、
国
土
交
通
大
臣
あ
て
〉

パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
に
関
し
て

各
種
国
際
条
約
を
遵
守
す
る

よ
う
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
に
要

請
す
る
意
見
書

現
在
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
内

市
民
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
及
び

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
極
端
な
政
策
と

行
動
の
た
め
、
移
動
や
外
出
の
自

由
や
、
水
道
、
食
料
、
電
気
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
制
限
、
根
拠

な
き
身
柄
拘
束
な
ど
極
度
な
困
難

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
に
よ
る
行
為
は
、

第
4
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
、
ハ
ー
グ

協
定
等
の
占
領
や
武
力
紛
争
に
関

す
る
国
際
協
定
に
違
反
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
当
の
イ
ス
ラ
エ
ル
政

府
が
署
名
し
て
い
る
国
際
人
権
A

規
約
（
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化

的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
）
に

も
反
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
す
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
武
力
衝

突
が
頻
発
し
て
お
り
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
力
に
よ
る
制
圧
の
自
制
と
パ

レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
の
過
激
派
取

締
り
の
実
現
に
世
界
の
衆
目
が
集

ま
る
中
、
紛
争
の
終
結
へ
向
け
て

の
日
本
政
府
の
役
割
が
ま
す
ま
す

重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
は
国
際
条
約

を
遵
守
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
と
の
暴

力
の
悪
循
環
を
終
わ
ら
せ
、
パ
レ

ス
チ
ナ
市
民
と
イ
ス
ラ
エ
ル
市
民

の
安
全
な
生
活
を
保
障
す
る
べ
き

で
す
。

中
野
区
は
、
世
界
の
平
和
を
求

め
る
区
民
の
意
思
を
背
景
に
「
憲

法
擁
護
・
非
核
都
市
」
を
宣
言
、

さ
ら
に
「
中
野
区
に
お
け
る
平
和

行
政
の
基
本
に
関
す
る
条
例
」
を

施
行
し
、
21
世
紀
を
「
平
和
の
世

紀
」
と
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
日
本

政
府
に
対
し
、イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
が

各
種
国
際
条
約
を
遵
守
し
、
パ
レ

ス
チ
ナ
市
民
の
安
全
を
保
障
す
る

よ
う
要
請
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、外
務
大
臣
あ
て
〉

中
小
企
業
の
当
面
す
る
金
融

上
の
困
難
を
解
消
し
、「
金
融

ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
」
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書

現
在
す
す
め
ら
れ
て
い
る
「
不

良
債
権
の
最
終
処
理
」
に
よ
っ
て
、

連
鎖
倒
産
や
失
業
者
の
激
増
な
ど

が
予
想
さ
れ
、
地
域
経
済
や
地
域

中
小
企
業
へ
の
深
刻
な
影
響
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
金
融
機
関

の
破
た
ん
や
統
廃
合
に
よ
る
影
響

も
大
き
な
も
の
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
一
連
の
金
融
上
の
問

題
に
よ
っ
て
、
健
全
な
地
域
の
中

小
企
業
が
倒
産
に
追
い
込
ま
れ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
緊
急
対
策
を
講

ず
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
金
融
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
①
地
域

と
中
小
企
業
へ
の
円
滑
な
資
金
供

給
を
は
か
る
こ
と
、
②
貸
す
側
と

借
り
る
側
と
の
公
正
な
取
引
関
係

を
つ
く
る
こ
と
、
③
地
域
と
中
小

企
業
を
支
え
る
健
全
な
金
融
機
関

を
育
て
る
こ
と
の
3
点
を
柱
と
し

た
「
金
融
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
」
を

制
定
し
、
地
域
と
中
小
企
業
へ
の

円
滑
な
資
金
供
給
に
努
力
す
る
金

融
機
関
を
正
当
に
評
価
す
る
仕
組

み
づ
く
り
が
急
が
れ
ま
す
。

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
、
中

小
企
業
の
金
融
上
の
困
難
を
解
決

す
る
た
め
に
、
下
記
の
事
項
の
実

施
と
「
金
融
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
」

の
制
定
を
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

記

1

不
良
債
権
の
最
終
処
理
に
あ

た
っ
て
は
、
中
小
企
業
と
地
域
経

済
へ
の
影
響
を
最
小
限
と
す
る
方

策
を
講
ず
る
こ
と
。

2

ペ
イ
オ
フ
の
決
済
性
預
金
の

解
禁
は
、
地
域
金
融
機
関
の
預
金

を
さ
ら
に
流
失
さ
せ
、
中
小
企
業

へ
の
資
金
パ
イ
プ
を
狭
め
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
中
小
企
業

金
融
の
円
滑
化
に
充
分
配
慮
し
た

対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

3

金
融
庁
は
、
地
域
と
中
小
企

業
の
実
態
に
あ
っ
た
別
の
基
準
を

も
と
に
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
中
小
企
業
に
適
用
す
る

こ
と
。

〈
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
金
融
担
当
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
東
京
都
知
事
あ

て
〉

中野区議会は、 
虚礼等の廃止を決議しています 

●贈らない  ●求めない  ●受け取らない 
虚礼等廃止の主な事項 虚礼等廃止の主な事項 

●時候の挨拶状の送付 
●中元、歳暮等の贈答 
●慶事、弔事についての廃止事項 
　①祝儀、香典、供花の贈与 
　②祝電、弔電等の発送 
　本人または配偶者が出席する場合は、会費相当額を限度とする 
●病気等の見舞における金品等の贈与 
●新聞、雑誌、名簿、掲示板等への広告 
●各種行事、各種団体に対する寄付・カンパ、祝儀、 
　祝電、金品等の贈与等 
　本人または配偶者が出席する場合は、会費相当額を限度とする 

〇 〇 × 〇― 〇 〇×

× × 〇 〇× × 〇×

× × 〇 〇× × 〇×

〇 〇 〇 〇 〇 〇×

〇 〇 〇 〇 〇 〇×―

中野区助役選任の同意について

中野区監査委員選任の同意について

同　意

同　意

〇 〇 × 〇 〇 〇×

〇 〇 × 〇― 〇 〇×

中野区事務手数料条例の一部を改正する条例

特別区競馬組合規約の変更について

可　決

可　決

（12）第74号陳情　安全・安心中野区づくりに関する条例制定に
ついて

（14）第15号陳情　住宅リフォーム助成制度の新設について

（14）第34号陳情　住民基本台帳ネットワークの中止と個人情報
保護条例の改正を求めることについて（2項）

採　択

不採択

不採択

〔 〕

【○：賛成　×：反対　―：退席】

意見の分かれた案件（第4回定例会）

会 派 名
（議員数）

件　　名

自

民

（12）

公

明

（9）

共

産

（9）

自

治

（5）

民
主
ク
（2） ※

無
所
属
（6）

結

果

※無所属議員については、会派と同様の扱いで掲載しています。
会派名の略称　自　民：自由民主党議員団 公　明：公明党議員団　 共　産：日本共産党議員団

自　治：市民自治フォーラム 民主ク：民主クラブ

同 意 案 件

区長提出議案

陳　　　　情




